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核なき世界を目指して
長崎原水爆禁止２００７年世界大会報告

皆様からたくさんのご協力をいただき、今回原水爆
禁止２００７年世界大会（長崎）に十勝代表団の一員
として参加させて頂きました。
８月３日から９日にかけて、広島・長崎で開催され
た原水爆禁止２００７年世界大会には、海外から２１
カ国、１０７名が参加し、全国からも７日の長崎開会
総会には６,８００人、９日閉会総会に７,０００人が
参加し、政府・ＮＧＯ代表らとともに核兵器全面禁止・
廃絶について交流し連帯を強めました。

あじさい薬局 事務今、全国の被爆者の数は２６万人と言われています。
しかし国の始めた戦争がもたらした原爆被害であった
にもかかわらず、国は国家補償を拒否しています。

原爆放射線に起因する病気（原爆症）だと認定
された被爆者には医療特別手当を支払うことに
なっていますが、これを受給している被爆者は
約２,２００人で、全体の１％にも満たない数で
す。戦後６２年が経ち、被爆者の年齢もどんど
ん上がっていて、医療費負担などが重くのしか
かっています。被爆者の方々は、自分が被爆者
であるということを認められることで、自分だ
けではなく家族までもが周りから差別されるか
もしれないリスクを背負いながらも、辛い実体

。験を語り訴えていく姿は胸が痛くなる思いです
現在、世界には核を保有している国はたくさんあり、今ある平和はいつ失われ
るか分からないことに恐怖を覚えます。大切な人たちがいるこの世界から一刻も
早く核がなくなることを祈るとともに、憲法９条改悪反対、核兵器廃絶に向けて
私自身努力していきたいと思います。

２００７年８月

参加するにあたって多くの方々にたくさんの
署名、募金にご協力いただき心より感謝申し上
げます。
今回の募金は、あじさい薬局・西店・介護シ

ョップあわせて１３０，４９０円集まりました。
ありがとうございました。
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＊十勝管内の町村では、帯広市と同様に高齢者福祉サービスを実施しています。町村により対

象者やサービス内容が異なりますので、各町村の担当課にお問い合わせ下さい。 

 

介護用品給付券対象商品 

・要介護３～５と判定された満６５歳以上の方を在宅介護している 

・要介護者及び介護者が帯広市民である 

・要介護者及び介護者の世帯全員が住民税非課税世帯である 

以上全てに該当する方が対象となります。 

・家族介護用品給付券取扱店にて介護用品と引き換え可能です 

・対象の介護用品は、紙おむつ・紙パンツ・尿取りパット・清拭綿です 

・給付券の利用限度額は、月額６，２５０円です 

・帯広市役所にて、「帯広市家族介護用品支給申請書」を提出してください 

＊詳しい問い合わせは 帯広市役所高齢者福祉課 ０１５５－６５－４１４５ 

・あじさい薬局、あじさい薬局西店は家族介護用品給付券取扱店です 

・介護ショップあじさいでは、給付券利用の方でも無料で宅配しています 

＊おむつや介護用品の相談は 介護ショップあじさい ０１５５－２８－６６４６ 

（株）ファーマケア十勝店舗紹介～介護ショップあじさい編～ 

介護ショップあじさいは、あじさい薬局本店の道路を挟んで西側にあり、職員は３名です。介

護用品の販売やレンタル、住宅改修などご相談にのっており、お店の中で介護用品も展示・

販売しています。特に靴などは種類、サイズともに豊富に取りそろえてあります。オムツは十勝

管内無料で配達もしております。「こういう商品が欲しい」「お風呂に入るのが大変」「安全に

散歩をしたい」「手すりを付けて欲しい」など、何でも構いませんお宅での生活に不便、お困り

の事がありましたらお気軽にご相談下さい。 

帯広市では、寝たきりや認知症高齢者のために以下のサービスもあります 

・家族介護者リフレッシュ事業     ・移送サービス     ・寝具類クリーニングサービス 

・理美容サービス     ・通所入浴サービス     ・家族介護慰労金支給 

他にも、高齢者学級等の『いきがい対策』、給食サービス等の『ひとり暮らしや虚弱な高齢の

ためのサービス』などがあります 

＊対象者や費用負担、詳しいサービス内容などは 

  帯広市役所高齢者福祉課へお問い合わせ下さい 




